
オンラインオーダー／通信販売申込みについて 

［商品］  

・どんぐりの家 

・ウィニングパス 

・9－NINE－ 憲法 9 条は訴える ※商品概要は本書面後半をご覧下さい。 

※DVD のみ取り扱い、VHS をご希望の方はご相談下さい。 

 

◆お申し込み方法 ※電話、FAX でのお申込みは承っておりません。 

・Email またはハガキでお申込みください。 

Email：imagesatellite@hotmail.com 

ハガキ：〒102-0074 東京都千代田区九段南４－３－３－６０６ 

＜販売業者及び責任者＞ 有限会社 イメージ・サテライト 代表取締役 中橋真紀人 

 

・Email にて在庫の有無（ご希望の商品名・数量などをお知らせ下さい）をご確認下さい。 

ご確認頂けましたら、「商品名」「数量」「発送先住所」「氏名(団体であれば団体名と担当者名)」「連絡先」

「メールアドレス」をお知らせ頂きます。 

請求書等の宛名、お支払時期・方法、配送時間等々、留意点があれば同時にお知らせ下さい。 

※料金等は予告なく変更される場合があります。その場合、お申し込み・お問い合わせ時に連絡を差し

上げ、ご了承頂いた上で販売致します。 

 

●商品代金以外の必要料金： 

・送料：販売元の負担 （通常、レターパック等でお届けします） 

・振込／送金手数料：商品代金の振込／送金時に金融機関指定の料金をお支払い下さい。 

※振込／送金手数料は購入者の負担となります。 

●お申し込みの有効期限：在庫がある限り有効 

「製造中止」等の場合は、可能な限りウェブサイト上でお知らせします。 

●販売数量：発売元に在庫がある限り販売可能。 

●引き渡し時期(申し込みからお手元に届くまで)：約１週間 

諸事情により遅れる場合もありますのでご了承下さい。その場合はご連絡いたします。 

●お支払い方法・期限： 

商品到着後１週間以内に商品代金を指定の弊社銀行口座までお振込みいただきます。その際の振込／送

金手数料は購入者の負担となります。 

団体・機関等でお支払い方法に規定があればその規定に合わせます。申込時にお知らせ下さい。 

●交換・返品、及びその時期・送料 

乱丁・落丁・不良品は、弊社または発売元において調査した上で、交換致します。できるだけ早めにご

連絡下さい。お客様の過失によらない場合の返品送料は、弊社負担とします。 

商品の性質上、乱丁・落丁・不良品等お客様の理由によらない場合以外の返品は、対応できない場合が

あります。(包装・装丁等の小さな傷・破損は、ご利用に耐えられない場合以外はご容赦下さい。) 

 



◆著作権を保護について 

ビデオ・DVD を利用した上映会(多人数が鑑賞できる状態)はできません。利用できる範囲は通常、以下

の通りです。 

【個人用】ご家庭でご利用下さい。 

【学校教材用】一部の商品を除き、教室内でテレビモニターを利用した授業・研修などにご利用下さい。 

体育館・講堂などでプロジェクター等を使用した上映はご遠慮下さい。 

購入された学校の関係者(生徒・教諭・職員等)以外の利用・鑑賞はできません。 

 

【図書館用・ライブラリー用】公共の図書館や行政のライブラリー等の業務内でご利用下さい。 

但し、利用者への貸出(館外への持ち出し)等ができない場合があります。 

作品によりご利用できる範囲が異なります。また上記に該当しない団体の場合は料金が異なることがあ

ります。ご購入前にお知らせ下さい。 

上記記載の通常のご利用範囲を逸脱した場合、著作権の侵害のおそれがあり、損害賠償を請求される事

があります。 

近年、デジタル化が進み、一部の作品についてはビデオ・DVD での上映が認められる作品があります

が、その際の利用料金は、通常フィルムを利用した場合の料金に準じています。上記利用可能範囲内の

ビデオを購入した場合でも、上映会等を開催する場合は、許可を得た上で、別途料金が必要になる事が

あります。 

 

◆個人情報について 

お申し込み頂いた内容は弊社が管理し、以下の場合を除き外部へ情報を提供することはありません。 

著作権保護の目的等により、発注時に発売元へ情報(団体名・氏名)を提供する場合があります。 

ご購入後に著作権侵害のおそれがある旨の連絡を受けた場合は、発売元等関係機関に情報を提供する事

があります。 

 

◆その他 

商品は消費税込みの価格で表示しています。 

当ウェブサイト内全般において、誤記・誤表示・脱字等により当方の意図しない内容となっていた場合、

お申し込み・お問い合わせ時に連絡を差し上げ、ご了承頂いた上で販売致します。 

その他、ご要望やご不明な点はお問い合わせ下さい。 

 

お申し込み・お問い合わせは弊社まで 

Email：imagesatellite@hotmail.com 

 

※上記は 2023 年 6 月現在の状況です。 

※ビデオ店等で販売・レンタルされている作品は、個人利用に限られています。また、「ビデオ・DVD

は個人で利用する物」と明確に示し、団体向けへの販売をしていない場合もあります。 

 

 

 



「9－NINE－ 憲法 9 条は訴える」（2005 年 5 月完成）【43 分／日本語字幕付き】 

 

「九条の会」の呼びかけ人 9 名全員が登場し、貴重な映像メッセージを収録した唯一の DVD。 

 

2004 年 6 月に発足した「九条の会」は、日本を“戦争のできる国”にしようと画策する動きに対して、平

和憲法を守るために「一人ひとりができる、あらゆる努力をいますぐ始めること」を呼びかけました。

これは燎原の火の如く全国に広まり、各地で「九条の会」が作られ、多種多彩な取組みが続けられてい

ます。 

 この DVD は、その一助として「九条の会」の方々のご協力のもとに 2005 年 5 月に製作され、上映普

及が行われてきました。 

 その後、安倍政権のもとで、日米共同作戦の強化など軍事協力が着々と進められる一方、国内では「安

保法制」整備や「スパイ防止法」などの制定により、“戦争のできる国”づくりが行われ、岸田政権のも

とでも「反撃能力」態勢の構築や軍備予算「倍増」（2023～2027 年度に、防衛費と関連する経費を合わ

せて GDP の 2％に達する予算措置を整える）計画も始まろうとしています。 

 また、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、核兵器の威嚇も含めた重大かつ深刻な危機を生み出

しています。こうした危険な局面のもと、国民の不安を無視して、更なる軍備増強を進めようとする政

権の動きに歯止めをかけ、平和で安心して暮らせる日本と世界を守るために、この DVD を改めて上映

普及させることが重要だと考え、再度の展開を始めることにしましたので、皆様のご理解とご協力をお

願い致します。（2023 年 5 月） 

 

≪出演者≫ 井上ひさし／梅原猛／大江健三郎／奥平康弘／小田実／加藤周一／澤地久枝／鶴見俊輔

／三木睦子 

（以上「九条の会」よびかけ人・五十音順） 

       朴慶南（ﾊﾟｸ ｷｮﾝﾅﾑ／ｴｯｾｲｽﾄ）／金子安次（中国帰還兵） 

小森陽一（「九条の会」事務局⾧）／高田健（「九条の会」事務局） 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ：松元ヒロ（ｽﾀﾝﾀﾞｯﾌﾟ･ｺﾒﾃﾞｨｱﾝ） 

朗読：根岸季衣（俳優） 

◆協賛／りぼんぷろじぇくと［『戦争のつくりかた』ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ社刊・井上ヤスミチ(ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰ)］ 

◆監修／小森陽一（「九条の会」事務局⾧） 協力／九条の会   【新装版：企画協力『週刊金曜日』】 

●製作／九条を守ろう！映像ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  企画：鈴木文夫／製作：中橋真紀人／監督：森康行／編集：

古賀陽一 

提供■㈲ｲﾒｰｼﾞ･ｻﾃﾗｲﾄ 102－0074 千代田区九段南 4－3－3－606  imagesatellite@hotmail.com 

 

価格（上映権付）3,300 円（税込）  お申込み＝メール、又はハガキにてイメージサテライトまで 

 

いま甦る「平和への遺言」 

今年３月２６日、「イメージ・サテライト」の中橋真紀人ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰが１８年前につくったＤＶＤ『９-Ｎ

ＩＮＥ-憲法９条は訴える！』をプレゼントしてくれた。「九条の会」呼びかけ人９人全員のメッセージ

が収録されたヴィンテージ・ストックだ。 

 



３月３日に８８歳で亡くなった大江健三郎さんは、９条の「日本国民は、正義と秩序を基調とする国際

平和を誠実に希求し」に言及し、「書いた人は、どうしても『希求する』という普通でない言葉を使いた

かったのだということを、読み取る必要がある」と強調する。戦死者たちの記憶に押し出されるように

して憲法を作った日本人が私たちの先輩で、彼らが希求したのが新しい社会・新しい国だという。その

「希求」を捉え直し、どう進めるかが、いま生きている人間の肩にかかっていると、大江さんは指摘す

る。深く心に響く言葉だ。 

 

井上ひさし、梅原猛、三木睦子、奥平康弘、梅原猛、加藤周一、鶴見俊輔、澤地久枝、小田実の各氏の

発言にも心打たれる。澤地さん以外は故人で、まさに「平和への遺言」である。 

 

いま日本は再び「戦争ができる国」になりつつある。それに歯止めをかけねばならない。「この DVD は、

役に立ちますよ」と言うと、中橋さんは新装版で復刻することにした。「今度は字幕入りにしました。集

会などで自由に上映してください。護憲運動をさらに広めましょう」と話す。私も同感だ。DVD に込め

られた不戦への思いを心に刻み、「国際平和を希求」していこう。                           

 

２０２３年５月３日                               『週刊金曜日』

発行人兼社⾧ 植村隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


